別紙２の４
物流の低炭素化促進事業に要する経費内訳
１．所要経費
	通し
番号
	(1)補助対象経費
支出予定額　　
(円)
	(2)寄付金その
他の収入
(円)
	(3)差引額
（(1)-(2)）
 (円)
	(4)基準額
×導入個数(a)
(円)
	(5)国庫補助基本額
（(3)と(4)を比較して
少ない方の額(円)　)
	(6)補助金所要額
（(5)×1/2）
(円)

	①
	
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


 (注)１．製作単価の異なる複数種類のコンテナを導入する場合にあっては、通し番号を付して、当該種類別に各項目を記載すること。行が不足する場合には適宜追加すること。
(注)２．見積書（写し）を添付すること。
(注)３．基準額は4,500,000円とする。
２．コンテナ仕様
	通し番号
	外形寸法

（高さ×幅×長さ）
（単位mm）
	総重量
(単位kg)
	開閉部
	構造
	導入
個数
(a)
	積算単価
（円）
(b)
	補助対象経費
支出予定額（円）
(a)×(b)
	備考

	①
	
	
	
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	
	
	


(注)１．本表は、１．所要経費の表で付した通し番号ごと（コンテナ種類ごと）に記入すること。
(注)２．「開閉部」の欄は、「ウイングルーフ、妻面」のように荷役用に開閉する箇所について記載すること。
(注)３．「構造」の欄は「有がい」のようにコンテナの構造について記載すること。
(注)４．コンテナの仕様書、図面を付すこと。
